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日本エクセム株式会社

2009年02月

Oracleデータベースの安心、安定稼動のための

監視/パフォーマンス低下・障害時 診断・解析ツール

MaxGaugeのご紹介
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コンセプト

安全・安心なOracle運用環境の提供

リアルタイムモニタリング

健康状態の日々の確認

突発的な事象への即時対応

パフォーマンス低下・障害

診断・解析

定期的な健康状態のチェック・レポート

不安点・問題点の確実な原因追求

OWI – 事象から見たボトルネックの発見

＋＋＋＋

事象への即時アクション機能 & 多角的なグラフィカル分析機能
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背景

Oracleコンサルタントのコンサルティング用パフォーマンス分析・障害追跡ツールとして生まれました。

MaxGaugeは、韓国オラクル社のコンサルタントがスピンアウトし構築されたソフトウェアです。オラクルコン
サルタントが、パフォーマンス分析や障害原因究明のための分析ツールとして構築しました。

明確なパフォーマンスボトルネックや障害原因を効率よく発見し、多角的な観点から論理的に、調査、分析、
レポートを行うツールとしてご利用いただけます。

OWIメソッドをベースにしたオラクルデータベースの障害・性能管理・パフォーマンス監視・診断・分析・チュ

ーニング向けの統合パッケージです。

MaxGaugeは、Oracle DBが提供する800種類の待機指標（Wait Event）メソッドと340種類の各種情報(性能情

報・OS情報・クエリ結果等々)をアクティブセッション(Active Session)の観点から相互連係しトップダウンで

のドリルダウンにより診断・分析を行う統合パッケージです。Oracle DBのトラブル原因究明やパフォーマン

ス分析はもとより、RACモニタリングやリアルタイム環境でのパフォーマンス監視や診断が可能な、リアルタ

イムモニタリング・診断を行います。

ウェイトイベントウェイトイベントウェイトイベントウェイトイベントアクティブ・セッションアクティブ・セッションアクティブ・セッションアクティブ・セッション STAT / OS / Query 

システムシステムシステムシステムシステムシステムシステムシステム→→セッションセッションセッションセッションセッションセッションセッションセッション→→SQLSQL分析といったトップダウンのドリルダウン分析といったトップダウンのドリルダウン分析といったトップダウンのドリルダウン分析といったトップダウンのドリルダウン分析といったトップダウンのドリルダウン分析といったトップダウンのドリルダウン分析といったトップダウンのドリルダウン分析といったトップダウンのドリルダウン
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導入企業
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MaxGauge誕生の背景
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Oracleデータベース管理者の悩み

Black Box

Oracleは、難しく内部状況も良くわからないのであまり触りたくない。という方が多いのでは？
トラブルが発生しても内部がわからないため手探りでの調査をせざるを得ない状況を強いら
れています。
監視やパフォーマンスチューニングは大事なのはわかるけれども、どのように行っていいの
かもわからないという方が多いのが実状です。

エラーが出ても調査の方法がわから
ない。

誰が何時、何を行っているかですら
把握できていない。

パフォーマンスチューニングといって
も、どこから手をつければいいのか？

トラブルが発生した際、原因追及に
非常に時間がかかってしまった。
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障害解析、パフォーマンス解析に必要なこと

稼動状況の
数値データ

詳細かつ正確な
情報

SQL実行の
足跡

時系列での
参照

多角的に
検証

定型的な
方法論
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従来の解析方法の問題点と限界

� SQL*Plus

� STATSPACK

� その他ツール など

SQLの発行による情報収集

� 障害分析のための情報はデータベース内部にあるため、SQLの発行
により情報収集をかけていた

� データベースに負荷をかけるため、情報収集の量・頻度に限界があ
った

� 問題が発生してからの情報収集となってしまい、後手に回ることが多
かった

CPU/Memory
性能指標
待機指標

セッション状況
実行SQL文
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MaxGaugeとは？

SGA Direct Access

OracleのSGAメモリーから直接読み込むため、Oracleへ一切負荷をかけずに、
あらゆる情報を取得します

OS指標、性能指標、待機指標 1分間隔
セッション・稼動情報 1秒間隔
実行SQLテキスト 最短0.01秒間隔

漏れなく取る

自動で集計したデータを全てグラフ化。視覚化
することで突発的な状況変化も一目瞭然で見
て取れる。

自動で集計・グラフ

化

待機指標を集計・ソートすることにより、ボトル
ネックとなっている箇所を提示。 該当セッショ
ン、SQLまでも抽出。

ボトルネックポイン

トを指摘

セッションごとのメモリ獲得量、ディスクアクセ
ス量も集計。見せる。 効率の悪いアプリケー
ションがすぐさま判明。

個別セッションの

状況も見せる
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MaxGauge機能 アーキテクチャー

SGA Direct Access
性能指標・待機指標 他（約1200種類 10g）
セッション・SQL稼動情報
実行SQLテキスト
他 OS 指標

他
セッションとの

依存関係
待機量

リソース
利用量

実行SQL

セッション情報 時系列参照

各指標

ロック情報

比較分析

一時点での断面を再現
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MaxGauge機能 メソッド

Wait Event Base
ボトルネック解析

リソース利用
Top SQL 抽出

リソース利用
Top Session 抽出

ボトルネック解析のための機能

の各種装備と該当SQLやセッシ

ョンへのドリルダウン
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MaxGauge機能 モニタリング

アラート発生検知

該当セッションの抽出

問題セッションの詳細参照

トレース・強制終了 等

トラブル対処

該当SQL等

チューニング

監視項目
OS指標/性能指標/待機指標（約1200種類 10G）
Oracleアラートログ・SGA空き容量・表領域空き容量・ロック待機時間 等

アラート警告方法
画面での警告（指標毎、アラート一覧）・メール送信・警告音
アラート種類に応じたスクリプト実行による他ツールとの連携 等
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プロジェクトサイクル全体でのMaxGaugeの利用

開発開発開発開発 テストテストテストテスト 運用運用運用運用 分析分析分析分析

・設計テスト

・開発テスト

・統合テスト

・負荷テスト

・チューニング
(Developing)

・監視

・定期診断

・解析
(原因究明)

・チューニング
(Optimizing)

・容量分析

・トレンド分析

開発工程～運用、さらに将来的な拡張プランニングまで幅広く利用できます。

情報収集

情報共有

情報精度

各工程、各エンジニアレベルでそれぞれ行っている情報収集を、
システム的に一括で収集します。

開発者--運用担当者間、エンジニア--管理者間が同一基準、同一
情報をもとに、プロジェクト、運用を推進できます。

これまで取得することができなかったより細かい情報をもとに、プ
ロジェクトを推進することにより、経験や勘ではなく的確な方向性
が見えてきます。
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MaxGaugeでの障害対応事例

① ラッシュテストでのSLA要件（5秒ルール）を満たせないアプリケーションの特
定と原因追求

② 原因不明のデータベースの再起動問題の解決 （原因トリガーの追跡と対応）

③ パフォーマンス低下・トラブル時の運用部隊と開発部隊での認識相違の解決

④ データ量増加に伴う処理時間の増大の原因追及 （オラクル内部処理のパフ
ォーマンス遅延問題）

⑤ 標準化に反した非効率プログラムの発見と対処

� オラクル内部処理でのシーケンス取得によるスローダウン問題の原因究明

� 大量検索処理中でのシャットダウン遅延問題の現象把握
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効果事例（１）

ラッシュテストでのSLA要件（5秒ルール）を満たせないアプリケーションの
特定と原因追求

【事象】
ラッシュテストにおいて、5秒ルールを満たせないアプリケーション処理が5箇所あっ
た。（ランダムな60多重での処理にて5秒以内というレスポンス要件）

【解決策】
MaxGaugeでのデータ取得/分析により、5秒ルールを満たせないアプリケーションの
負荷状況を把握。 対象SQLの特定と、それぞれのリソースの利用量、実行時間を数
値的に参照できるようになった。

【効果】
開発者は、ラッシュテストでの情報収集の仕組みを一切作成せずに、テスト結果とそ
の状況の数値化、グラフ化を実現。
対象SQLの特定と、それぞれのリソースの利用量から、どのSQLをどの程度チューニ
ングする必要があるのかを的確に把握。
また、SQL履歴より想定外のロジックでSQLが処理されていることなどもわかった。
テスト準備がほぼゼロとなり、チューニング対象SQLの早期発見が可能となった。
作業工数はおよそ1/10程度に縮小。
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効果事例（２）

原因不明のデータベース再起動問題の解決 （原因トリガーの追跡と対応）

【事象】
RAC環境において、突然Oracle Cluster wareが、データベース停止状況であると
判断し、データベースの再起動をかけてしまっていた。

【解決策】
MaxGaugeのログより、再起動時点でのデータベース内処理状況より、同一ブロッ
クへの大量な「DELETE」、「INSERT」処理が行われていることが判明。 そのため、
OSレベルでの遅延が発生したと判断。
対象SQLのチューニングにより、データベース負荷を軽減。 データベース再起動の
事象の発生を抑えた。

【効果】
MaxGaugeのログ調査以前、システム開発担当者、およびオラクルサポート担当に
て原因調査を約1週間行っていたが、原因がつかめなかった。
MaxGaugeのログの参照により、約2時間で障害時の状況の把握と対象SQLのピッ
クアップを行い、顧客へレポート。
（Cluster wareが、データベースを再起動させてしまう事象については、製品仕様の
確認のため、オラクルサポート担当とのやり取りは継続）
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効果事例（３）

パフォーマンス低下・トラブル時の運用部隊と開発部隊での認識相違の解決

【事象】
パフォーマンス低下を含む問題の対応にて、運用部隊がトラブルの対象となったユ
ーザー・SQLを特定することが困難であったため、開発部隊への明確な修正指示な
どが難しい状況にあった。

【解決策】
MaxGaugeのログより、問題発生時のユーザー・SQLの特定から、新機能で新たに
追加されたSQLであることが記録されていた。 該当SQLを即座に開発部隊に改善
するよう指示をした。

【効果】
トラブル発生でも、原因となるユーザー・SQLの特定が困難なことから、運用部隊と
開発部隊の連携が難しかった。（開発部隊には問題認識がなく、運用部隊は確固た
る証拠がなく、強制力をもてなかったため、修正の説得まで数週間はかかっていた。
）
MaxGaugeログにより、第3者的な証跡からお互いに記録を確認。問題発生時の
SQLとそのSQLのリソースの利用量、実行時間より数値的に問題があることを証明
でき、即座に修正に取り掛かれるようになった。
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効果事例（４）

データ量増加に伴う処理時間の増大 （オラクル内部処理のパフォーマンス
遅延問題）

【事象】
マテリアライズド・ビュー更新を含む夜間バッチ処理において、データの増加とともに
処理時間が増加し、業務開始時間までかかるようになってしまった。マテリアライズド・
ビューの更新が一番のボトルネックとなっていることはわかっていたが、対応策が打て
ていなかった。

【解決策】
MaxGaugeログの分析により、マテリアライズド・ビューの更新処理における、オラクル
内部で自動処理されるSQLと、それぞれの経過時間を把握。
自動処理されるSQLの状況からオラクルのKnowledge DatabaseでのTipsに該当す
ることが判明。 対応策を講じ改善された。

【効果】
本件の調査自体は、半年以上かけ対応策が見出せなかったものであるが、
MaxGaugeのログより、通常セッショントレースを取得しないとわからないオラクルの
内部自動処理SQLを把握できたことにより、KROWNのKnowledgeデータベースとの
連携が可能になった。MaxGaugeでの調査工数は約２日程度であった。
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効果事例（５）

標準化に反した非効率プログラムの発見と対処

【事象】
開発工程にて、多くの開発ベンダーが携わるため開発標準化が守られていない状態
があり、アプリケーションレビューに多くの工数がかかっていた。

【解決策】
開発工程での、各プログラマーの構築、単体テストの状況を常時MaxGaugeにて取得
。 定期的なレビューにより、システムテスト前の早期問題発見を実施。

【効果】
開発中期間中の常時ログ取得により、負荷をかけるSQLや、長時間ロックを保持する
ような作りになっているプログラムを早期発見。
通常、負荷検証時点で発見されるような問題の改善に取り組むことができた。
問題の早期発見により、プロジェクト進行全体に大きく寄与できた。
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動作環境

・Oracle 7.3.4
・Oracle 8
・Oracle 8i
・Oracle 9i
・Oracle 9i R2
・Oracle 10g
・Oracle 10g R2
・Oracle 11g

＊別途オラクルユーザーアカウントが必要です。

◆対応Oracleバージョン

マックスゲージ(MaxGauge)は、以下のシステムに対応しています。

・IBM AIX4.3以降
・HP-UX 11.0以降
・SunOS 5.6以降
・Compaq True64 5.1A
・Redhat Linux カーネル2.4以降
・WindowsXP/2000/2003
＊ロギングのためのディスク領域が必要です。

◆対応プラットホームサーバー

・Windows 2000, NT, XP, VISTA

◆対応クライアント

22

MaxGauge販売体系

年間利用・フルライセンス 150万円
年間利用・開発ライセンス 100万円

※ 年間利用フルライセンスは、実稼働環境へも適用可能な形態となります。
※ 1年間利用可能なライセンスを発行します。（注文月翌月より1年間）
※ 同時利用は、1インスタンスとなります。
※ OS種類毎の販売となります。
※ 毎年契約更新を行います。
※ 翌年度更新時に最新モジュールを提供します。
※ 「開発ライセンス」から「フルライセンス」へは、差額にてUpgrade可能です。

※2009年12月末までの限定ライセンスとなります。
※期間内に購入いただいた方へは来年以降も継続して販売いたします。

利用方法に応じた利用方法に応じた22体系を用意体系を用意

1～2cpu 135万円
3～4cpu 300万円
5～6cpu 450万円
7～15cpu 570万円
16～31cpu 810万円
32～63cpu 1400万円
64cpu～ 2500万円

稼動システム常時監視・記録向け パッケージライセンス

開発・検証 一次解析用 利用ライセンス （2009年12月末までの限定販売）

※ データベースマシン固定での導入形態となります。
※ 別途保守料金が、初年度より15%必要となります。
※ CPU数とは、物理CPUでのカウントとなります。
※ クラスタ、待機系、RAC2ノード目以降の導入は、左記の50%が定価となります。

複数の開発・運用システムでの
使いまわしタイプ

24時間×365日
常時監視・稼動情報記録タイプ



12

23

MaxGauge事例・利用方法について

24

MaxGauge導入事例：POSCO様

POSCO
ワールドワイド鉄鋼会社17社のうち総合競争力トップの鉄鋼会社である。（2002

年6月： WSD：世界鉄鋼業界分析機関発表より）
この評価は、同社が全社的に推進したデジタル経営のためのプロジェクト：PI（

Process Innovation）により、キャッシュ運用、コスト管理、資金調達、環境、安全
度などの管理から収益性と市場支配力、従業員熟練度でトップとなった。

24×365 のITリソース統合監視センター（COMMAND CENTER）構築により、
安定した経営・生産体制を実現。 世界トップを走り続ける。

COMMAND CENTER構築の背景：
• 約200台のOracleデータベースの運用費の増大
• システムのトラブル、ダウンが頻発
• サイト毎に異なる運用による、品質のばらつき
• V社のOracle性能監視ツールを導入していたが、リアルタイム運用には対応できなかった

導入効果：
• リアルタイム監視でのトラブル予兆発見や予防措置によりトラブル発生率が50%減少
• トラブル時のシステムダウンタイムが30%減少
• 統合管理、ヒストリデータベース構築によりトラブルへの1次対処率95%を実現
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MaxGauge導入事例 ： 旭化成エレクトロニクス様

対象システム ： 生産管理システム

背景： 当初監査用ソフトウェアを検討していたが、投資効果が得られるようなソフ
トウェアが見つけられないでいた。
MaxGaugeの取り漏れない情報収集機能を評価し処理証跡取得として利
用することを検討。また、MaxGaugeの本来の機能であるデータベース監
視機能により、通常なかなか見ることができないOracleの稼働状況が逐次
確認できることが決め手となった。

効果： 24時間稼動する生産管理処理の稼動記録により、システムのボトルネッ
クがはっきりと数値化した形で見えてきた。
また、全SQLを取得していることで、最も効率の良いSQLへのチューニン
グを行う手がかりとなった。同時にこの記録により、データベース更新され
た時間、人、端末がわかるため、ユーザーからの誤ったSQLの発行有無
などを監視することが出来るようになった。

26

トラブルの兆候は認識前に存在する

詳細な監視、ログ分析による予兆認識

これまでは確認することが出来なかったDB
内部での不穏な動きをキャッチ。 トラブル発

生前に認知。

認知した問題は、ログより確実に原因追及

事前の対処による安定稼動を実現。

対応工数 � トラブル対応：事前処理=6:1

エンジニアリソースは前向きな作業へ！

全ての性能情報・滞留情報を監視しトラブル発生前の
認知を可能とする。

不穏な動きは、取得した詳細ログからじっくり解析。

該当時間帯にアクセスされているセッション、実行
SQLをすぐさま確認。

日々の予兆認識・事前処理によりSLA向上

（POSCO社）

徐々に遅くなる傾向を認識。 チューニング

プロジェクトの発足（大手金融）

トラブルを未然に防ぐ効果は計り知れない

リアルタイム監視

ログ解析
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滞留ポイントはWait Eventで一発

実環境でのパフォーマンス低下は滞留が原因

単体では早いのに… という場合はデータベ

ースの滞留が原因。

Wait Eventの確認により滞留ポイントは即

座に判断できます。

滞留ポイントとトリガーが見えれば改善策は

見えてくる。

Active SessionとWait Eventの相関が重要

「Contention Based Analysis」

急なパフォーマンス低下などは、滞留が原因のことが
多い。 個別セッションやSQLを見ていてもなかなか原
因追求はできない。

まずは、滞留のポイントを押えるのが先決。 次に滞留
のトリガー・原因を詳細に確認。
対象セッション、SQLをチューニング・制御

大量INSERTによる滞留。コントロールファ

イルの設定が原因。調整により解決（大手

求人サイト）

滞留は個別SQLの問題ではない

障害

client SERVER 
Process 

SGA

Buffer Cache

PGA Memory
physical reads

physical writesphysical reads direct

physical writes direct

SQL

結果

Sort Area

Hash Area

DBWR
logical reads

Session info.

Shared Pool

parse

Log Buffer

ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック

ボトルネック

LGWR

Literal SQLの使用による過多なHard Parse
による障害を、Wait Eventの分析で簡単に原

因を追求(大手Internet Shopping-Mall)

28

トラブルは1度だけでいい

確実な原因追求による機会損失の減少

Oracleは難しい？

しかし、データがあれば自然とOracleの内

部が見えてきます。

「だれが」・「何を」やっていたのか？

すべてが残っています。

問題解決のために再現待ちや別再現環境

の構築などはできればしたくない。トラブル

は1度で十分。

障害発生時の情報がなく原因追求が困難な状況は良
くあります。（Oracleの稼動情報を残すことは非常に困
難です。）

あらゆるログが残っています。
「各セッション、SQLの処理量から」、「稼動情報のグラ
フから」 様々な角度で原因追求

Oracleのスローダウンが発生。 原因はオラ

クルの内部処理による滞留だった。 アプリ

ケーションの調査だけでは解決できなかっ

た。（NHN Japan）

単発では非常に軽いSQL。 しかし頻繁に実

行されるために実は一番システムに負荷を

かけていた。（ジグノシステムジャパン）

Oracle内部が見える・わかる

情報がない…

各指標

ロック情報

比較分析

時系列参照

他
セッションとの

依存関係
待機量

リソース
利用量

実行SQL

セッション情報

トラブル発生
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問題があればとにかく確認する

「監査」まではいかなくても、記録を確認したいことはある

監査系監視ツールは非常に高価。 「アクセ

ス制御」までは必要ない。証跡だけあれば

いいという方へ。

正しい対応のためにはユーザーの言ってい

ることの裏を取る必要があります。

何か問題があればすぐに確認しましょう。

不正監視よりも日々の確認！

内部統制

ユーザーからの急なクレーム。 その場で答えられな
いこともよくあると思います。 また、クレームの信憑性
も疑わしいことも。

ある一時点に処理をしていた人と内容を把握。

ユーザークレームの該当時間帯の状況からすぐさま
回答。

ユーザーからの問合せの内容が確認できる

ため安心（旭化成エレクトロニクス）

監査でのアクセス制御のルール決定は非

常に工数がかかる。現実的なルールの決定

を迅速に出来る企業は少ないのではない

か？（大手コンサルタント）

証跡だけでいいという方へ

30

MaxGaugeを利用した分析の流れ
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MaxGaugeを使った分析の流れ

期間傾向

Daily トレンド

Wait Event 分析

Top SQL分析

Top Session分析

状況の認識 現状の問題点。 現状は良くない状況か？
何がどの程度良くなればいいのか？
改善の方向性と目標の設置。

アプリケーションの動作周期期間の稼働状況を
把握し、負荷状況の認識と最も負荷の高い日を
ピックアップ。

1日の稼働状況と、稼動アプリケーションの内容
を照らし合わせる。 滞留の発生や、特異な動作
をしているポイントを特定。

データベースでのWaitの状況を分析。大まかに
改善するポイントが浮かび上がる。ポイントごと
に影響を与えるセッション・SQLへと追求。

実行時間の長いSQLの特定。
不必要にリソースを使用していないかの確認。
負荷のかかる時間帯での実行有無の確認。

リソースを多く使用しているセッションの特定。
想定値とのギャップ分析や、リソース配分の適
正を判断。

32

ギャップ分析 ・ 改善点の明確化

状況の認識

現状の問題点。 現状は良くない状況か？
何がどの程度良くなればいいのか？
改善の方向性と目標の設置。

個別問題点
懸念点

全体の
負荷状況

アクセス
トランザクション

状況

現状把握 調査・分析

取得データ
解析結果

改善目標
設定
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期間傾向

アプリケーションの動作周期期間の稼働状況を
把握し、負荷状況の認識と最も負荷の高い日を
ピックアップ。

� 1週間、1ヶ月、など、ビジネスサイクルでの
傾向を分析

� 現状の認識と同様かの確認
� システム全般の平均の把握・認識
� 特に、Active SessionのMaximum数値の高

い日にちは要チェック

� MaxGauge ： 性能トレンド機能

詳細分析をするべき日にちを決定！！

� ログイン数、Active Sessionは通常どのくらい
だろう？

� 一番負荷が高いのは、火曜日のはず、

主な確認指標：
� CPU
� Logon Currents
� Active Session
� Latch Free
� Enqueue

34

タイムスライス：詳細分析

Daily トレンド

1日の稼働状況と、稼動アプリケーションの内容
を照らし合わせる。 滞留の発生や、特異な動作
をしているポイントを特定。

� MaxGauge ： トレンド分析機能

デイリートレンド：

システムサービスタイムバッチ処理

各メイン指標を確認
� CPU利用率
� Active Session数
� SQL実行回数
� ラッチ
� ロック など
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Wait Event分析

データベースでのWaitの状況を分析。大まかに
改善するポイントが浮かび上がる。ポイントごと
に影響を与えるセッション・SQLへと追求。

� MaxGauge ： 指標リスト/待機指標

待機の多い指標を確認
（Top5で大半が占められる）

「Dailyトレンド」での特異と認識さ
れた期間での分析が、より正確
な状況を表す。

1日全体の指標リストとの比較で
違いも浮かび上がる。

1日での待機分布との比較

36

Top SQL分析

実行時間の長いSQLの特定。
不必要にリソースを使用していないかの確認。
負荷のかかる時間帯での実行有無の確認。

1回のSQL実行は短時間 × 大量回数実行

1回のSQL実行が長時間 × 少数回実行

改善効果の高いSQL

� MaxGauge ： トップ SQL

CPU利用時間 Wait時間
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Top Session分析

リソースを多く使用しているセッションの特定。
想定値とのギャップ分析や、リソース配分の適
正を判断。

各リソース使用量毎にソート/ランキング
CPU
Logical Read
Physical Read
Execution Count
Brock Changes
Active Count

同様に、
トッププログラム
トップモジュール
トップOSユーザー
トップDBユーザー
トップマシン

などを検索/分析

� MaxGauge ： トップ セッション

CPU利用量でソート

38

セッション・SQL詳細解析

問題点のPick Up後、実際の問題への影響の大
きいセッション、SQLを個別解析。 改善方法を
見極める。

セッションリスト

セッション詳細

SQL詳細
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MaxGaugeを利用しての障害対応例

40

MaxGaugeでの性能障害対応の流れ

Top Wait Event
のチェックのチェックのチェックのチェック

Wait Eventのののの
種類に応じた種類に応じた種類に応じた種類に応じた

原因想定原因想定原因想定原因想定

原因周辺の原因周辺の原因周辺の原因周辺の
Wait情報・性能情報情報・性能情報情報・性能情報情報・性能情報

の確認の確認の確認の確認

原因であるか原因であるか原因であるか原因であるか
否かの判別否かの判別否かの判別否かの判別

原因への対策原因への対策原因への対策原因への対策 効果の計測効果の計測効果の計測効果の計測

• ボトルネックは、ボトルネックは、ボトルネックは、ボトルネックは、Wait Eventに現れる。に現れる。に現れる。に現れる。
• Waitの発生しているリソースがボトルの発生しているリソースがボトルの発生しているリソースがボトルの発生しているリソースがボトル

ネック。ネック。ネック。ネック。
• 時間のかかっている時間のかかっている時間のかかっている時間のかかっているWait Eventのののの

Top5で、で、で、で、8割を占める。割を占める。割を占める。割を占める。
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【【【【 現象現象現象現象 】】】】

MaxGaugeでの障害対応例- データベースがハング状況に陥る

あるカード会社にて、システムの本番稼動を始めた初日のあるカード会社にて、システムの本番稼動を始めた初日のあるカード会社にて、システムの本番稼動を始めた初日のあるカード会社にて、システムの本番稼動を始めた初日のAM 10:00AM 10:00AM 10:00AM 10:00頃、アプリケーションの応答が帰ら頃、アプリケーションの応答が帰ら頃、アプリケーションの応答が帰ら頃、アプリケーションの応答が帰ら

ないクライアントが多発。クライアントの状況は「応答なし」となり、それ以降の実行も全て同じ状況に陥ないクライアントが多発。クライアントの状況は「応答なし」となり、それ以降の実行も全て同じ状況に陥ないクライアントが多発。クライアントの状況は「応答なし」となり、それ以降の実行も全て同じ状況に陥ないクライアントが多発。クライアントの状況は「応答なし」となり、それ以降の実行も全て同じ状況に陥

った。データベースの再起動で対応を行うがすぐさま同様の状況となり、合計った。データベースの再起動で対応を行うがすぐさま同様の状況となり、合計った。データベースの再起動で対応を行うがすぐさま同様の状況となり、合計った。データベースの再起動で対応を行うがすぐさま同様の状況となり、合計3333度の再起動を行うことに度の再起動を行うことに度の再起動を行うことに度の再起動を行うことに

なった。なった。なった。なった。11:3011:3011:3011:30頃よりアクセスが減りその日は何とか運用可能となった。頃よりアクセスが減りその日は何とか運用可能となった。頃よりアクセスが減りその日は何とか運用可能となった。頃よりアクセスが減りその日は何とか運用可能となった。

応答なし

応答なし

応答なし

応答なし

応答なし

応答なし

10:00頃
「応答なし」発生 10:18 再起動 10:37 再起動 10:56 再起動

11:30頃
落着きをとりもどす

42

【【【【 診断診断診断診断////分析分析分析分析 】】】】

①：①：①：①： OS指標での分析指標での分析指標での分析指標での分析
�User CPU の利用率が割合としては高いが、午後の稼動状況と比較しても悪影響があったとは断の利用率が割合としては高いが、午後の稼動状況と比較しても悪影響があったとは断の利用率が割合としては高いが、午後の稼動状況と比較しても悪影響があったとは断の利用率が割合としては高いが、午後の稼動状況と比較しても悪影響があったとは断

定できない定できない定できない定できない
�Memoryの利用状況は一定であり、特に変化は見られない。の利用状況は一定であり、特に変化は見られない。の利用状況は一定であり、特に変化は見られない。の利用状況は一定であり、特に変化は見られない。
�Buffer Cache Hit Ratioも、も、も、も、95％以上を保っており障害発生前後も変化がない。％以上を保っており障害発生前後も変化がない。％以上を保っており障害発生前後も変化がない。％以上を保っており障害発生前後も変化がない。

MaxGaugeでの障害対応例- データベースがハング状況に陥る
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【【【【 診断診断診断診断////分析分析分析分析 】】】】

②：②：②：②： 障害発生時間帯（障害発生時間帯（障害発生時間帯（障害発生時間帯（10:00～～～～11:30）の待機情報のトップ１０を確認）の待機情報のトップ１０を確認）の待機情報のトップ１０を確認）の待機情報のトップ１０を確認
�待機待機待機待機 Top１：１：１：１： DB FILE SEQUENCIAL READ Top2：：：：LATCH FREE

�待機待機待機待機 Top1 + Top2 にて、にて、にて、にて、70%弱の待機時間を占める弱の待機時間を占める弱の待機時間を占める弱の待機時間を占める

③：③：③：③：Top1、、、、Top2の待機イベントのの待機イベントのの待機イベントのの待機イベントの24時間トレンドを確認時間トレンドを確認時間トレンドを確認時間トレンドを確認
�DB FILE SEQUENCIAL READ ：：：： 障害発生時間帯も他の時間の状況と変化はない。障害発生時間帯も他の時間の状況と変化はない。障害発生時間帯も他の時間の状況と変化はない。障害発生時間帯も他の時間の状況と変化はない。
�LATCH FREE ：：：： 障害発生時間帯の障害発生時間帯の障害発生時間帯の障害発生時間帯のLatchが極端に高いが極端に高いが極端に高いが極端に高い

MaxGaugeでの障害対応例- データベースがハング状況に陥る

44

【【【【 診断診断診断診断////分析分析分析分析 】】】】

④：④：④：④：LATCH FREE発生の原因の想定発生の原因の想定発生の原因の想定発生の原因の想定
�多量のハードパースが発生する際に、多量のハードパースが発生する際に、多量のハードパースが発生する際に、多量のハードパースが発生する際に、LATCH FREEが発生するが発生するが発生するが発生する

⑤：同時間帯のハードバース発生状況の確認⑤：同時間帯のハードバース発生状況の確認⑤：同時間帯のハードバース発生状況の確認⑤：同時間帯のハードバース発生状況の確認
�「「「「parse countparse countparse countparse count (hard)(hard)(hard)(hard)」が合計で「」が合計で「」が合計で「」が合計で「195,697195,697195,697195,697」回、平均で「」回、平均で「」回、平均で「」回、平均で「36.636.636.636.6」回」回」回」回////秒発生していた秒発生していた秒発生していた秒発生していた

⑥：ハードパース発生原因の想定⑥：ハードパース発生原因の想定⑥：ハードパース発生原因の想定⑥：ハードパース発生原因の想定
�SQLSQLSQLSQLにリテラル値が含まれており、実行のたびに解析されてしまう。にリテラル値が含まれており、実行のたびに解析されてしまう。にリテラル値が含まれており、実行のたびに解析されてしまう。にリテラル値が含まれており、実行のたびに解析されてしまう。

MaxGaugeでの障害対応例- データベースがハング状況に陥る
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⑦：同時間帯に実行されており、⑦：同時間帯に実行されており、⑦：同時間帯に実行されており、⑦：同時間帯に実行されており、LATCH FREEを起こしていたセッションの実行を起こしていたセッションの実行を起こしていたセッションの実行を起こしていたセッションの実行SQLを確認を確認を確認を確認

�SQLにリテラル値が含まれていた。にリテラル値が含まれていた。にリテラル値が含まれていた。にリテラル値が含まれていた。

【【【【 診断診断診断診断////分析分析分析分析 】】】】

MaxGaugeでの障害対応例- データベースがハング状況に陥る

46

Check syntaxCheck syntaxCheck syntaxCheck syntax

Search shared SQL areaSearch shared SQL areaSearch shared SQL areaSearch shared SQL area

Search data dictionarySearch data dictionarySearch data dictionarySearch data dictionary

OptimizerOptimizerOptimizerOptimizer

Save execution planSave execution planSave execution planSave execution plan

SQLSQLSQLSQLに文法的な間違いはないか。に文法的な間違いはないか。に文法的な間違いはないか。に文法的な間違いはないか。

同じ同じ同じ同じSQL(SQL(SQL(SQL(カーソルカーソルカーソルカーソル))))が共有プールが共有プールが共有プールが共有プール
に存在するか。に存在するか。に存在するか。に存在するか。

SQLSQLSQLSQL文のオブジェクトとコラムの有文のオブジェクトとコラムの有文のオブジェクトとコラムの有文のオブジェクトとコラムの有
効性及び権限チェック効性及び権限チェック効性及び権限チェック効性及び権限チェック

オプティマイザのモードオプティマイザのモードオプティマイザのモードオプティマイザのモード((((CBO or CBO or CBO or CBO or 
RBORBORBORBO))))による最適実行計画を作成による最適実行計画を作成による最適実行計画を作成による最適実行計画を作成

共有プールに解析情報を格納共有プールに解析情報を格納共有プールに解析情報を格納共有プールに解析情報を格納

SQLSQLSQLSQL

ExecuteExecuteExecuteExecute

ExecuteExecuteExecuteExecute

Soft parseSoft parseSoft parseSoft parse

※※※※ SQL解析解析解析解析(パースパースパースパース)処理処理処理処理

Hard parseHard parseHard parseHard parse
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【【【【 診断診断診断診断////分析分析分析分析 】】】】

※※※※ 「「「「latch」待機イベントについて」待機イベントについて」待機イベントについて」待機イベントについて
SGA内部のメモリに対しての一種のロック（内部のメモリに対しての一種のロック（内部のメモリに対しての一種のロック（内部のメモリに対しての一種のロック（LOCK）で、排他制御を行い、多数のプロセスの同時アクセスによる潜在的）で、排他制御を行い、多数のプロセスの同時アクセスによる潜在的）で、排他制御を行い、多数のプロセスの同時アクセスによる潜在的）で、排他制御を行い、多数のプロセスの同時アクセスによる潜在的
な衝突からメモリ構造を保護する。主に、な衝突からメモリ構造を保護する。主に、な衝突からメモリ構造を保護する。主に、な衝突からメモリ構造を保護する。主に、SGAの特定メモリ構造体に対するアクセス、あるいはメモリの割当時に使われの特定メモリ構造体に対するアクセス、あるいはメモリの割当時に使われの特定メモリ構造体に対するアクセス、あるいはメモリの割当時に使われの特定メモリ構造体に対するアクセス、あるいはメモリの割当時に使われ
る。全てのプロセスは、る。全てのプロセスは、る。全てのプロセスは、る。全てのプロセスは、SGAにアクセスするために、特定ラッチを獲得しなければいけない。該当のラッチが他のプロセにアクセスするために、特定ラッチを獲得しなければいけない。該当のラッチが他のプロセにアクセスするために、特定ラッチを獲得しなければいけない。該当のラッチが他のプロセにアクセスするために、特定ラッチを獲得しなければいけない。該当のラッチが他のプロセ
スによって使用中の場合、当該待機イベントが発生する。スによって使用中の場合、当該待機イベントが発生する。スによって使用中の場合、当該待機イベントが発生する。スによって使用中の場合、当該待機イベントが発生する。

■■■■ 結果結果結果結果

障害発生時の待機情報およびそれらの原因となる要素状況の判断より、以下の状況が発生し、メモリ障害発生時の待機情報およびそれらの原因となる要素状況の判断より、以下の状況が発生し、メモリ障害発生時の待機情報およびそれらの原因となる要素状況の判断より、以下の状況が発生し、メモリ障害発生時の待機情報およびそれらの原因となる要素状況の判断より、以下の状況が発生し、メモリ
獲得競合待ちによるスローダウン現象が発生した。獲得競合待ちによるスローダウン現象が発生した。獲得競合待ちによるスローダウン現象が発生した。獲得競合待ちによるスローダウン現象が発生した。

�リテラルリテラルリテラルリテラルSQLSQLSQLSQLの実行による「の実行による「の実行による「の実行による「hard parsehard parsehard parsehard parse」の大量実施のため、ラッチ競合の発生」の大量実施のため、ラッチ競合の発生」の大量実施のため、ラッチ競合の発生」の大量実施のため、ラッチ競合の発生

→→→→ shared pool latchshared pool latchshared pool latchshared pool latch、、、、library cache latchlibrary cache latchlibrary cache latchlibrary cache latch、、、、row cache object latchrow cache object latchrow cache object latchrow cache object latch

�リテラルリテラルリテラルリテラルSQLによる共有プールの非効率的な使用及び共有による共有プールの非効率的な使用及び共有による共有プールの非効率的な使用及び共有による共有プールの非効率的な使用及び共有SQLののののAge Out現象発生現象発生現象発生現象発生

�リテラルリテラルリテラルリテラルSQLSQLSQLSQLが共有プールに格納されが共有プールに格納されが共有プールに格納されが共有プールに格納されAge OutAge OutAge OutAge Outを繰り返すことにより、メモリの断片化が進むを繰り返すことにより、メモリの断片化が進むを繰り返すことにより、メモリの断片化が進むを繰り返すことにより、メモリの断片化が進む

→→→→ 空き空き空き空きメモリの検索、割当などに負荷を与えるメモリの検索、割当などに負荷を与えるメモリの検索、割当などに負荷を与えるメモリの検索、割当などに負荷を与える

また、リテラルまた、リテラルまた、リテラルまた、リテラルSQLSQLSQLSQLは、は、は、は、10:0010:0010:0010:00～～～～11:3011:3011:3011:30に集中的に利用される一部のアプリケーションに多く存在していに集中的に利用される一部のアプリケーションに多く存在していに集中的に利用される一部のアプリケーションに多く存在していに集中的に利用される一部のアプリケーションに多く存在してい
たため、たため、たため、たため、11:3011:3011:3011:30以降には現象が見られなくなった。以降には現象が見られなくなった。以降には現象が見られなくなった。以降には現象が見られなくなった。
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� リテラルリテラルリテラルリテラルSQLをバインド変数を使うように修正をバインド変数を使うように修正をバインド変数を使うように修正をバインド変数を使うように修正

� 初期化パラメータ「初期化パラメータ「初期化パラメータ「初期化パラメータ「CURSOR_SHARING=FORCE」設定（」設定（」設定（」設定（8.1.6から可能）から可能）から可能）から可能）

－－－－ SQL修正ができない場合使用修正ができない場合使用修正ができない場合使用修正ができない場合使用

－－－－ システム、セッションレベルで動的設定も可能システム、セッションレベルで動的設定も可能システム、セッションレベルで動的設定も可能システム、セッションレベルで動的設定も可能

－－－－ 9iから、「から、「から、「から、「SIMILAR」オプション及び「」オプション及び「」オプション及び「」オプション及び「CURSOR_SHARING_EXACT」ヒントも指定可能」ヒントも指定可能」ヒントも指定可能」ヒントも指定可能

－－－－ 注意注意注意注意 ：：：： リテラルリテラルリテラルリテラルSQLの実行計画と異なる可能性がある、の実行計画と異なる可能性がある、の実行計画と異なる可能性がある、の実行計画と異なる可能性がある、DSSシステムなどでは推奨しないシステムなどでは推奨しないシステムなどでは推奨しないシステムなどでは推奨しない

� 共有プールを定期的に初期化する共有プールを定期的に初期化する共有プールを定期的に初期化する共有プールを定期的に初期化する ：：：： メモリの断片化の解消メモリの断片化の解消メモリの断片化の解消メモリの断片化の解消

－－－－ ALTER SYSTEM FLUSH SHARED_POOL;

－－－－ SQL修正ができなく、修正ができなく、修正ができなく、修正ができなく、SQLの量が多い場合の量が多い場合の量が多い場合の量が多い場合

－－－－ 事前によく使われる事前によく使われる事前によく使われる事前によく使われるPL/SQLなどは「などは「などは「などは「FLUSH」されないようにメモリにキープしておく」されないようにメモリにキープしておく」されないようにメモリにキープしておく」されないようにメモリにキープしておく

【【【【 改善策改善策改善策改善策 】】】】

アプリケーションの改修が難しい場合アプリケーションの改修が難しい場合アプリケーションの改修が難しい場合アプリケーションの改修が難しい場合

アプリケーションの改修が可能な場合アプリケーションの改修が可能な場合アプリケーションの改修が可能な場合アプリケーションの改修が可能な場合
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【【【【 効果効果効果効果 】】】】

【【【【 その他の検討事項その他の検討事項その他の検討事項その他の検討事項 】】】】

－－－－ 同様の同様の同様の同様のLATCH FREEの増加現象が、の増加現象が、の増加現象が、の増加現象が、15:30前後でも発生している。アクセスの集中度合いにより、前後でも発生している。アクセスの集中度合いにより、前後でも発生している。アクセスの集中度合いにより、前後でも発生している。アクセスの集中度合いにより、

同様のハングが発生する可能性があるため、アプリケーションの修正を要すると思われる。同様のハングが発生する可能性があるため、アプリケーションの修正を要すると思われる。同様のハングが発生する可能性があるため、アプリケーションの修正を要すると思われる。同様のハングが発生する可能性があるため、アプリケーションの修正を要すると思われる。

改善策でのアプリケーション改修を行った結果、「改善策でのアプリケーション改修を行った結果、「改善策でのアプリケーション改修を行った結果、「改善策でのアプリケーション改修を行った結果、「Hard Parse」が必要最小限に収まり、データベー」が必要最小限に収まり、データベー」が必要最小限に収まり、データベー」が必要最小限に収まり、データベー

スのハング現象の改善が図られた。スのハング現象の改善が図られた。スのハング現象の改善が図られた。スのハング現象の改善が図られた。
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